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大阪市イノベーション促進評議会 平成 29 年度第 1 回 会議録 

 

１ 日時 平成 29 年 11 月 15 日（水）16:30～18:00 

２ 大阪イノベーションハブ 

３ 出席者：正城委員、東委員、竹村委員、田中委員 

      事務局（吉川理事、馬越部長、柳内課長、小林課長代理） 

 

■ 議題 

・ 大阪市イノベーション促進評議会の委員長の選任について 

・ 平成 29 年４月～９月の大阪イノベーションハブの活動状況と自己評価について  

・ 今後の方向性について 

・ その他 

 

（事務局）                            

・それでは、定刻になりましたので、平成２９年度第１回大阪市イノベーション促進評議会

を開催いたします。 

・本日の評議会は、市民の方々が傍聴できるよう、ユーストリームにより同時配信をしてお

ります。 

・本評議会は、平成２５年の大阪イノベーションハブＯＩＨの開設に合わせて設置しており、

平成２８年度の委員の方々におかれましては、任期満了に伴い昨年度末をもちまして御退任

されております。つきましては、資料１にあります名簿のとおり、今年度より新しい委員の

方々に御就任をいただいております。東委員、竹村委員、田中委員、正城委員の４名でござ

います。どうぞよろしくお願いいたします。 

・本評議会は、資料２にございます、執行機関の附属機関に関する条例に基づき設置されて

おります。また、グローバルイノベーションの創出の支援に関する事項の調査審議及び市長

に対する意見の具申をお願いするものでございます。 

・まず、開会に当たりまして、大阪市経済戦略局理事の吉川から一言御挨拶申し上げます。 

 

（吉川理事）   

・吉川でございます。本日はお忙しいところ御参集いただきましてありがとうございます。 
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 私どもの戦略的なテーマとしまして、イノベーションを起こすということで、積極的に進

めております。その関係で、委員の皆様におかれましては、まさにグローバルイノベーショ

ン創出支援に関する事項の調査審議及び市長に対する意見の具申ということでお願いしてお

りますので、引き続きよろしくお願いいたします。 

 

（事務局） 

・では、続きまして、同じく資料２にございます、大阪市イノベーション促進評議会規則第

４条によりまして、当評議会では委員の皆様の互選により委員長を置くこととなっておりま

す。委員の皆様からの互選を賜りたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

（東委員） 

・私、正城委員に委員長をお願いしたいと思いますがいかがでしょうか。 

 

（田中委員） 

・私も。 

 

（竹村委員） 

・私もそう思います。 

 

（正城委員長） 

・では、よろしくお願いいたします。 

 

（事務局）   

・続きまして、同じく規則によりまして、あらかじめ委員長の代理を決めておく必要がござ

います。正城委員長いかがでしょうか。 

 

（正城委員長） 

・それでは、恐らく御経歴を拝見すると一番私と遠い御経歴をお持ちではないかと思うんで

すけども、竹村委員にお願いしたいと思います。 
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（竹村委員） 

・かしこまりました。よろしくお願いいたします。 

 

（事務局） 

・それでは、これより議事運営を正城委員長にお願いいたします。委員長よろしくお願いい

たします。 

 

（正城委員長） 

・よろしくお願いいたします。委員長に御選任いただきました正城でございます。 

・この評議会は、先ほど吉川理事からもございましたけれども、グローバルイノベーション

創出の支援に関する調査審議と市長に対する意見の具申ということで伺っております。この

施策の中心である大阪イノベーションハブも５年目ということでしょうか。私、大阪におり

ましてもかなり広まってきているといいますか、いろんな要所活動のエコシステムの中心に

位置づけられつつあるんじゃないかなという風に感じております。 

・今日も、いろんな施策、取り組みの御説明があるかと思いますけれども、今後、これをさ

らに発展させて大阪から世界にということで目標を掲げられておりますので、どんどんイノ

ベーションが生まれていくように、評議会としてもいろんな意見を具申できればという風に

考えておりますので、委員の皆様には忌憚のない御意見をいただければというふうに思いま

す。 

・今日でございますけども、円滑な評議会の運営に御協力いただければと思いますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

・それでは、議事を進めてまいりたいと思いますが、１枚目の議題のところの１が済んでお

りますので、２番の平成２９年４月から９月上期の大阪イノベーションハブの活動状況と自

己評価についてということと、今後の方向性についてが中心になるかと思います。そのほか

あればということで議題が上がっております。 

・では、早速最初の議題、２、基本方針、グローバルイノベーションのための方針であるう

めきたの基本方針から御説明いただいたのちに、議題についての御説明を事務局にお願いし

たいと思います。議題２の事務局からの御説明の後に、各委員からいろいろ御意見をいただ

きたいと思いますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 それでは、事務局のほうでよろしくお願いします。 
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（事務局）   

資料３「うめきたにおけるグローバルイノベーション創出支援の基本方針（改定版）（抜

粋）」、資料４「グローバルイノベーション創出支援事業の体系」、資料５「平成 29 年度

事業（４月～９月）にかかる目標設定とアウトカム（成果）について」及び資料６「グロー

バルイノベーション創出支援事業平成 29 年度上半期の主な取組みについて」に沿って説明 

 

（正城委員長） 

・御説明ありがとうございました。ここから委員の皆様に御意見とか御質問とかを１人ずつ

お願いしていきたいと思いますけれども、全体としては、まず、基本方針というのを御説明

いただき、そして全体像のあと、ＫＰＩが関連するようないろいろな上期の数値の情報と、

それに対する事務局としての自己評価の御説明をいただきました。また、最後に資料６を使

って主な取り組みということで、幾つか事例を御説明いただきました。委員の方々、一部関

わられていたり、初めてお聞きになられたこととかもあるかと思いますけれども、それぞれ

の立場、シンクタンクですとか実際に起業されてる方とか、あるいは、多数の中でグローバ

ルな視点とか他地域との比較等々いろんな視点を含めて御意見、御質問を行っていただきた

いと思いますけれども、東委員何か御意見、御質問があればお願いします。 

 

（東委員） 

・まず、御説明ありがとうございます。私も日ごろ、東京にいますけれども、５年イノベー

ションハブつくられて景気がいいと発表していただきましたけれども、立ち上げの時期はか

なりうまく初動はいったかなという見立てはしてます。というのも、東京の都市開発とか、

ああいうイノベーション拠点の整備といったときに、大体関東から大阪イノベーションハブ

に視察にくるとかいうのが最初多かったわけですね。そういう意味では、東京圏内でも結構

参考にされている方々が多かったというのが実際あると思います。 

・多分この５年から今後向こう５年どうするかという話が、今のＫＰＩの状態の延長上でい

いのかどうか、というのが１つあるかなと思っています。実際に、単なるコミュニティを盛

り上げるということで、とりあえずひたすらまずは集めていくと。ギャザリングしてからそ

こからイノベーションを起こすというアプローチはやられてきたと思うのですけども、それ

が持続するようにどうするかみたいな話がこれからだろうと。 

・その中で、これは日本全体的にいえる話なんですが、結構パーツは全てそろってきてると
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は思うんですね。人・物・金・情報・技術・制度・フィールドと言ってるんですけども、人

と物と金と情報、これはよくある話なのですが、これから制度とフィールドというところも

組み合わせながら、どうやって全体の社会生態系をつくるのかという仕掛けになってくるの

かなと思ってます。 

・そういう意味では、それぞれイノベーションハブでやられている政策もあれば、大阪市の

中でもほかの産業政策もあるかなと。それをどうやって組み合わせていくかというところが、

次大事なタイミングかなと思っています。そういう意味では、国の中央省庁の政策も似てま

して、結構分割され過ぎてると、機能が別れ過ぎてると。言ってしまえばそれをまとめてい

くという、デザインをどうしますかというところが、最も次できていくところかなと思って

ます。 

・それぞれ細かい話はまた後ほどの議論とさせていただきたいんですが、金に関してもいろ

んな種類が出てきているわけです。別にこれエクイティのファイナンスの話のリスクマネー

だったりとか、最近だったらソーシャルインパクトボンドとか、昔からあるＰＦＩとかです

ね。さっきのクラウドファンディングだとか、ＩＣＯとか、いろんなパターンが出てきてい

ると。金の調達の種類も変わっているというところで、これから産業創出するにおいてどう

いう金の使い方をそれぞれどういう分担でやっていくのかと。 

・今は、市場見てますと、民間のリスクマネーは大分増えてきています。ただエクイティ投

資に関する金は結構余っている状態になってると。本来行政がするべきリスクマネーのつく

り方はというところが、結構ほかの自治体の方々への委員会の中でも話はしているんですけ

れども、やはり人・物・金・情報に対する官民の分担の役割とか、どうやってうまいことシ

ームレスに橋渡しするかというところが、多分次がポイントになってくるかなと。特に、グ

ローバルハブの結節ということでテーマを掲げられているのであれば、恐らくもうちょっと

わくわくするような思想は表に出したほうがいいかなと思ってます。特に、イノベーション

に関してよく言ってるんですけど、日本人コンセプシャライゼーションめちゃくちゃ下手だ

ろうと。 

・コンセプト作れん、というよく日本版何たらという政策が多いんですけれども、日本から

出せるのかという話があって、さっきだったらコネクテッドインダストリーとか言ってます

けれども。ただ、そのときに、大阪の今の重要な視点でいうと、アジアを見ていろいろ活動

されてると思うんですが、そのときに、アジアをたとえば日本が牽引すると、大阪としてア

ジアの新しい経済圏をつくるんだという形の、ある種理想とか思想とか哲学でいいと思うん
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ですけれども、それを掲げた上で新しい資本主義どうつくるかみたいな話はこれからやって

いったらいいかなと思います。 

・これは、世界中今言われてるんですけれど、Ｇ７とかＧ２０で言われてる話が、そろそろ

資本主義の限界がきていると、金融システムを見直そうという話になってきている。それこ

そよくありがちなクリプトカレンシーの議論もあるんですが、金融経済というところに対し

てデータ経済みたいなのが入ってきてる。 

・今回冒頭おっしゃられたＩＴ企業を中心に今集まってきているというところは、多分スタ

ートとしてすごいいいと思うんですが、じゃあその大阪の産業を見たときに、私大阪の見立

てをすると、たとえメディカル、ヘルスケア、バイオ、関西圏はリサコンもありますし。そ

こに次、インシリコンみたいなアプローチでメディカルが入ってきた、バイオが入ってきた

と。それで、どういうものを実現するのかというところとか、そういうある種もうちょっと

テーマを、プロジェクトがイメージしやすいような巻き込み方にしないと、大体コンソーシ

アム型で失敗してる理由はボヤっとしている。 

・特に、民間主導のコンソーシアムってさんざん私もいろんなもの見てきてますけれども、

新しいことを起こそうぜとかイノベーションやろうぜとか、スタートアップを応援しようぜ

とか、じゃあどうしますかと言ったときにとまる、ということで、恐らく具体的に次のアク

ション何したらいいかぐらいまでかみ砕かないと、なかなか産業界が動かないのが現状かな

と。特に、今その節目にきているというところで、そのあたりのガイドはこういう評議会で

もそうですし、官民の枠組みの中でつくっていくのが最も大事かなと。全体的な感想ですけ

れども、一旦以上で。 

 

（正城委員長） 

・どうもありがとうございました。非常に多様な御意見をいただきまして。また、今後のと

ころも含めて事務局からフォローできるところがあれば後でお願いしたいと思いますが、続

いて竹村委員お願いします。御質問も含めてあれば。 

 

（竹村委員） 

・アウトカムとか目標のいろいろな御紹介ありがとうございました。非常にこの５年で大阪

のスタートアップのハブと言えば大阪イノベーションハブというイメージというのは物すご

くついていると思います。私も、東京でも大阪行くんだったらここに話すといいよ、という
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のはよく聞くので、その認知というのは非常に成功してらっしゃるんじゃないかなというふ

うに思います。数字で見ても、これがほかのインキュベーション施設と比べてどうなのかと

いうのが土地感がないんですけれども、非常にいい形で成長されてるのかなというふうには

思いました。 

・先ほどおっしゃられてたとおりに、次のステージに向けてというところで、今ちょうど、

今年すごくブロックチェーン、ＩＣＯブームみたいなのもきていますし、私、社会起業家向

けのアクセラレータとかもやっていますが、やはり社会でいろいろな、ある意味課題が山積

している中で、そこをアントレプレナーの力でどうやって次の日本をつくっていくかみたい

なところというのは、いよいよそこのアクションというのをもう少しお金もついた形でやっ

ていく時代というのがきているのかなと思うんですが、今まではどうしても社会課題を解決

するというのは、非常に文系の人が多くて、アクセラレータというのはテックスキルが非常

に低かったりとか、人材のマッチングというのが余り有機的に行われていないというのが日

本の現状で、それに対してお金も非常に欧米に比べると、特にアメリカに比べると、フィラ

ンソロフィーのお金というのも非常に限られてますし、非常にスケールするようなコンセプ

トも少ない上に、それを支援するお金もないというのが今まで日本の現状だったと思うんで

すね。 

・ただ、これからを考えていったときに、お金の調達の手段というのが非常に増えています

し、日本が若者をわくわくさせていくという意味では、やっぱり自分たちが住みやすい社会

というのは自分たちの力で、スケーラブルにつくっていけるという目がやっぱり必要かなと

いうふうに思っているので、こういった拠点というのは、やっぱり若者の夢を実現するよう

なスタートアップというのを実例として幾つも出していくというところが非常に鍵かなとい

うふうに思っています。 

・そういった意味で、先ほどもおっしゃられていたところに近いんですけれども、ここの特

徴というのを社会起業という形じゃなくていいと思うんですけど、バーティカル産業面での

特徴であるとか、本当の意味で右側ですよね、ピッチとかそういったところだけじゃなくて、

今まで全く出会えてなかった人材がここで業界の知識、テクノロジーの力、お金みたいなも

のがここを通じてつながることで、大阪というか関西というか日本というかアジアというか、

何か１つ特徴のある企業を応援できるようなプラットホームに成長していくというのが非常

に明るい未来をつくる拠点という形になっていくのかなと思うので、少しマーケティング的

な部分だけではなくて、たまたま昨日私が共催させていただいたイベントも教育系のイベン
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トだったんですけど、教育アントレプレナーの人がいっぱいいらしていて、やりたいという

人とかそういった可能性のある人、やっぱりまだこちらのほうになかなかいらしたことがな

い方も多かったんですよね。 

・なので、そういった業界のディープな知見とか経験がある方って必ずしもＩＴスタートア

ップみたいな、こういった場所に来て人と出会えてお金もつけてもらえてみたいな認知がな

いので、実際課題の最前線で住んでいる人たち、なおかつ、大阪の特徴を生かしやすいとこ

ろと、ここに既に集まっていらっしゃるＩＴの方々というのと、お金みたいなものをつなげ

ていける次の可能性というのは、すごく大きいのかなと。 

 

（正城委員長） 

・ありがとうございました。社会課題も含めていろんな集まるツールにはなっているけれど

も、そこから実際に動くプロジェクトが出てきているというのが、そのためにどうすればい

いかというようなことですかね。 

 

（竹村委員） 

・そうですね。やっぱり従来型のピッチイベントはなかなかそこまでの全く異なる生態系に

いる人たちが出会って一緒に何かやろうというふうになかなかやっぱならないんですよね。

なので、そこをやってあげるとすごく違ってくるのかなという気は。 

 

（正城委員長） 

・なるほど。またその点もちょっと後でフォローいただければと思います。先に全委員に御

意見いただきたいと思いますので。田中委員。 

 

（田中委員） 

・御説明ありがとうございました。私、地元大阪でこの隣で今事業しておるんですけれども、

やはり大阪の強みというのを認識していかないといけないんじゃないかな、ということを

日々認識しますが、何が強みなのかいまいちよくわからないと。 

・非常に世の中刺激がないと成長できませんので、そう思うと大阪より東京のほうがいいし、

東京よりシリコンバレーのほうがいいんじゃないかということになってしまいがちなんです

けれども、そんな中、イノベーションというのが今回の非常に重要なキーワードだというふ
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うに思ってますので、そこについてまずコメントさせていただければと思います。 

・イノベーションってよく技術革新とかいうふうなテクノロジードリブンで語られがちだと

いうふうに思ってるんですけれども、私、技術があったとしても生かされなければ意味がな

いと思っておりますし、世界が変わらなければ意味がないというふうに思っております。 

・なので、テクノロジーってあくまでも手段でしかありませんので、大阪というのは非常に

技術に特化したものづくり企業が多いとかいろいろそういう強みを活かしがちなんですけれ

ども、それはあくまでも手段でしかなくて、イノベーションを起こすパーツの１つでしかな

いと。 

・先ほど東委員がおっしゃってたとおり、実はパーツというのはこの国も大阪もそろってる

んだというふうに思っております。しかしながらイノベーションは起こっていない。技術が

あってもイノベーションにはならないというところを、まず、認識しないといけないなとい

うところから始めさせていただければと思います。その上で、実際に事業を成功させるには

どうするのかというお話をよくお伺いするんですけれども、正直わからないというのがござ

います。 

・ですので、成功というよりも、成功と失敗という体系に分ければ少し整理されるかと思う

んですけれども、失敗しないように必要条件をそろえ、成功のために十分条件をそろえると

いう話で表現させていただきたいんですけれども、必要条件というのは結構いろいろありま

して、人・物・金というような必要条件だというふうに思ってます。ビジネスプランなんか

もそうですし、定量化しやすいもの、そういったものが必要条件として供給されなければ、

そのプロジェクト、会社は失敗するというふうに思っております。 

・ですので、資金調達ができるとか、場所があるとか、人が集めやすいとかそういったこと

も当然重要かと思うんですけれども、皆さん御存じのとおりに大企業はたくさんの人を抱え、

たくさんのお金をもち、たくさんのリソースをお持ちなのに、プロジェクトに必ず失敗する

というのはなぜなのかと。必ずと言うと怒られますけれども、やはり十分条件、いわゆる成

功要件が少ないんじゃないかなというふうに意識をしております。 

・成功要件って何なのかなと、私が思うに、例えば人のつながりであったりとか、やりたい

という気持ちの熱量であったりとか、あとは運、そういったものによってる部分が多いとい

うふうに思います。ですので、長く話しましたけれども、必要条件をそろえ、十分条件を内

発的に持つ起業家を連れてくる、それを支援するためのネットワーキングを行う場所をつく

る、こういったことが相対なんじゃないかなというふうに思っております。どうしても必要
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条件に公的支援というのは寄りがちでもありますし、企業においても、大企業さんのイノベ

ーションというと、大体必要条件を埋めることから始めるんですけれども、本質的にはやは

り十分条件、本当にやる気のある人をピックアップするとか、その人たちをつなげる、そこ

に本質があるんだろうと。その上で、運が悪ければだめなんで数を集めると。１０社に１社

２社は成功しますから、そういった意味で言うと、たくさんそういう人たちを集めるという

ことは必要なんだろうと思っております。 

・ということは、イノベーションハブの役割が、人・物・金だったとすると、ちょっとそれ

は弱いのかなというふうに思っておりまして、正直世の中にお金はかなり余ってますし、人

に関してはかなり難しくはなってきてますけど、物に関してもあふれかえってると。そうな

ると、必要条件をＯＩＨが供給するのではなくて、十分条件を供給する場所になってほしい

なというところが最初のコメントでございます。 

・ネットワーキングという観点でいうと、大阪の強みが最近見えてきてまして、何かという

と大きな企業とスタートアップがつながれる土壌が徐々にでき始めているというところです。 

・どうしても東京のほうですと大企業と、いわゆるスタートアップというと全然セパレート

された関係になりがちで、例えばファンドとかを通じて大企業が出資するということがあっ

たとしても、人的に直接スタートアップとつながれる距離になかなかなかったりとか、あと、

大企業もスタートアップもたくさんあるので、Ｎ対Ｎ、Ｎ対Ｍの関係性が大き過ぎてマッチ

ングできないということがあります。 

・私、福岡で、福岡グロスネクストというのを受託してやっておりますけれども、福岡は非

常にその点進んでますが、大阪に比べて大企業はほぼないという、いわゆる支店経済ですの

で、本社としての立場がないと。そうなってくると、名古屋であるとか大阪であるとか京都

であるとかは、大企業がいて、かつ、地元に居ついていて、かつ、スタートアップ精神を持

った企業というのが比較的多いというふうに感じてまして、大阪はやっぱり常住企業の絶対

量が多いですから、そういった意味で、大企業さんとスタートアップをマッチングさせるこ

とによるネットワーク効果というのは非常に大きい都市なんじゃないかなというふうに感じ

るところです。 

・そういった意味でも、ＯＩＨが中心に人・物・金の中でも、特に、人とかネットワークと

か人のつながり、熱量高い人をここに集めてしまうとか、そういうふうな拠点として成長さ

れることを祈念しておりまして、単に支援した数とかというよりも、とにかく人が集まるだ

けでも何か勝手にやるでしょうし、熱量低い人だったら何もしないでしょうしね。そのあた
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りは、ネットアップ効果というのに非常に期待するのと、やはり大企業とかオール大阪、オ

ール関西のリソースをこちらにネットワーク的につないでいく、これは非常に重要なことな

のではないかなというふうに感じております。以上でございます。 

 

（正城委員長） 

・非常にいろんな御意見をいただいたので、私が御意見申し上げる時間がなくなってしまっ

たんですけども、次の今後の方向性につながるための確認という部分だけにさせていただこ

うと思うんですが、資料５のコミュニティ形成の会員制度、ＯＩＨメンバーズ、プレイヤ

ー・パートナーというのが、どういった方々になりつつあるのか。 

・驚いたと言ったら失礼かもしれませんけども、どういった人材が含まれるのかということ

と、ＫＰＩに関しては、非常にこのまま進めていただければまず問題なく達成されるんだと

思うんですが、定性的指標のところとしては、プロジェクト創出の５６件中１０件は見えて

ますというお話があったので、そこだけ倍にしても届かないということなんで、どういうこ

とを方向にされるかというのが若干心配になりましたので、今後の方向性のところで今御意

見いただいた分の御回答も、恐らく次の今後の方向性のところで全部お答えいただけるんじ

ゃないかというのを期待しつつ、次の議題に入らせていただきたいというふうに思います。 

・では、委員の方ありがとうございました。次の議題、今後の方向性ということで、まず事

務局から御説明いただけますでしょうか。 

 

（事務局） 

資料７「今後の方向性について」に沿って説明 

 

（田中委員） 

・あと、今お話しいただいたとこなんですけれども、新規創業とスタートアップを切り分け

るというのは結構重要だと思っておりまして、新規創業の中にいわゆるスタートアップとい

うのが含まれていて、要は飲食店を始めますよとか、小売店を始めますよというのも新規創

業でして、福岡市さんの施策では、明確にスタートアップだというふうに言い切られたんで

すね。 

・なので、どうしても新規創業になると、街のお手伝いみたいな感じになるんですけどそう

ではないということを宣言されて、ある程度区分をされたんですね。なので、誰でも受け入
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れるというのも当然重要なんですけども、その中でも今おっしゃってたように、海外志向で

あるとか、好奇心が旺盛だとか、ある程度ラベリングをしていく。差別というよりは区別を

していって、そういうその人のカラーをつけていくほうがいいんじゃないかなというのが１

点と。 

・もう１つは、やっぱり福岡市、すごいイメージがよくて、すごく人が増えているとか新規

創業しているというのはありますけども、私、中に入ってわかるのは、大阪のほうが新規創

業しているスタートアップ多いんですよ。ただ、やっぱりイメージとして人口当たりのスタ

ートアップ数が福岡は多いですし、絶対数では大阪負けてないのに、ブランドイメージで負

けてしまっていると。 

・ＯＩＨがすごくブランドイメージあるというのを竹村さんがさっきおっしゃってたのはす

ごく重要なことで、ほぼブランドで決まるようなもの。大阪というとあきんどの街やけど最

近社用だみたいなそういうイメージがあるじゃないですか。でも、最近何かＵＳＪでもうか

っとるわみたいなそういうイメージなんですけれども、あとは、笑いの街とか、ちょっとビ

ジネスのスマートな感じがないと。 

・なので、例えばそういうのをたたくような新聞記事でも大阪が社用だとかスタートアップ

全然出ないみたいなのが、元気がないとかね、よく出てくるんですよ。枕言葉のようにああ

いうのが出てきたときに毎回毎回抗議しないといけないはずなんですよ。この間も福岡市さ

んが全然別件のことで何かの指摘があったとき、そんなことはないと、市として番組に対し

てＢＰＯか何かで反論されてましたけれども、やっぱりブランドイメージを守るためにイノ

ベーションハブだったりとか、大阪市としてもっと行動してもいいはずだと思うんですね。

だから、どういうふうなイメージになりたいということと、それと違ってる報道だとか流れ

に対しては、いや、違うんですよと丁寧に方向づけをしていく、そういったことが重要かな

というふうに感じます。 

 

（竹村委員） 

・イノベーションを双発する人材、内発的な動機がすごい強い人材って、本当にやる気ある

人って結構東京行っちゃったりとか海外行っちゃったりという人もいるじゃないですか。必

ずしも大阪に皆さん残ってないという問題もある、自分もその１人なんですけど、結構その

次の層ってすごくたくさんいると思うんです。大阪は教育機関もたくさんありますし。 

・なので、そういう人たちをどうやって内発的動機を刺激していくか、その１つの核の場所
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としてここが機能するかというのが１つのネクストステップチャレンジかなというふうに思

っていて、今、ラーニングの環境でさえ、みたいなことも勉強してるんですけど、やっぱり

結構人って環境に物すごく影響されるので、イベントで楽しいとかそういうのもいいと思い

ますし、ブートキャンプとかもいいと思うんですけど、この場所全体が、こういうこと言っ

ちゃっていいのかわかんないですけど、もう少しイノベーティブな雰囲気に、例えばスーツ

の人が少ないとか、若い子たちがここにきたら自分がもっとクリエイティブな気分になれる、

みたいなそういうイメージの場所に、一角でもいいと思うんですけど、一部の場所とかでも

そういう場所ができてくると、多分そういうことを求めて人がもっとくるようになって、そ

うすると、ポジティブスパイラルみたいなのが動き始めると思うんですよね。 

・物すごくイノベーティブな国の教育機関とかも、学校って感じじゃないんですよね。配色

とかいろいろな意味で配置とか、ここもすごくすてきなデザインだと思うので、別に批判を

しているつもりはないんですけれども、せっかく海外としてのコネクションを強めてらっし

ゃるんだったら、イスラエルとかもすごい場所とかありまして、そういうイノベーターを育

ててる教育機関の今の現場の環境デザインがどうなってるかとか、研究されたりすると多分

イメージがすごく湧くかなと思うんですよね。 

・そういうのがあるだけでもブランディングがすごくよくなったりとか、若い子たちがすて

きだからもっと来たいと思ったりとか、というきっかけになるんじゃないかなと思います。 

 

（東委員） 

・政策立てるときに最近よく話をしてるんですけど、最も無視されてるのが政策立案者のジ

ェネレーションのギャップというような話なんですね。例えば、２０２０年見たときに、結

構大きな段階があるという話をしてまして、２０２０年時点の話をしますと、４０歳の方、

２０年に４０歳の方ってビフォーインターネット、アフターインターネット、ちょうどはざ

まを若い世代を過ごした人たちと。次、２５歳の方というのは、生まれながらにインターネ

ットが商業化されてます、という人たちですね、９５年ゼロ歳やと。次、２０２０年１５歳

の方ってもう生まれながらにソーシャルリスト、１０歳の方って生まれながらにモバイルリ

スト、オリンピック世代５歳のとき生まれながらにペッパーいましたとかコミュニケーショ

ンロボが手に入ります、という。この世代の感受性って全然違うんですよ。 

・イノベーション起こすやつらってこういう層なんですけども、やっぱり政策立案って４０

代だけなんですね、簡単に言うと。だから、全くその人たちの志向とか行動とか価値観とい
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うのが理解できない状態でイノベーション語ってるケースが多くて、これって結構シンプル

なブランディングなんですけど、よく経産省で若手時間プロジェクトってあんだけ盛り上が

ったというのは、変な話、国があらゆるレポートとか制限、政策的にペーパーつくってます

けど、たった１枚の若手時間プロジェクトのダウンロードが異常にあったと。 

・明るい雰囲気が発生したというのは、やはり霞が関の中でインパクトのある話だと。同時

にあるのがワンジャパンですね。既存の企業の若手が集まってコミュニティをつくってると。

最近、文科省で起こっているのが、若手ＣＯＩプロジェクトという、これはセンターイノベ

ーション、国プロですね。 

・国プロに従事してる若手研究者の一斉放棄みたいなものが今起こっているということで、

意外と若手が、言ってしまえばおまえらもう３０代、４０代とか２０代で自分たちの国のデ

ザインしてみろと、それを重要な会議にぶち込んでやるという、このプロセスが結構いろん

な手に利くというのが、結構シンプルになるんですよ。そこを吸い上げてあげて、ある種、

大人たちがとりあえずそれやってみろ、という仕組みをつくるというのが意外とシンプルで

広がったなというのは、ここ去年と今年見てますと。 

・そこに人が集まってきているのですよね、コミュニティが。そういう意味では１つ関西で

もある種・あるテーマをして若手のプロジェクトを立てて、本当の政策に放り込んでやると

いう。そういうのは、昔１０何年前ぐらいでもある種政策立案に若手の政策、ペーパーで入

れたると骨太の方針で言うみたいな話がありましたけど、世の中変える重要な政策に反映し

てやるぞと本気で考えろという若手のプロジェクトありかなと思ってます。 

 

（正城委員長） 

・ありがとうございます。いろいろ御意見いただいてますけど、今の話にもありましたよう

に、これまでかなり頑張ってきてるよというところはあるけれども、ブランディングだった

り、さらに、集める場から集まる場みたいな、そのためには、魅力的な場所だったり人だっ

たりとかということが重要じゃないかということを皆さん御指摘されてるのかなというふう

には感じました。 

・私から、具体的にじゃあどうするかということの１つとして、これまで例えばピッチイベ

ントだったりとかプロセス的なところは玉は結構そろってますね、という中で、どなたかも

おっしゃってた双発というんですかね、今まで集まってきた人たちが単発ではなくて相互に

つながっていくような仕組みというか、進め方だったりとかというのが、どういうふうにや
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っていけばいいのかなというのが１点あるかなと思います。 

・竹村委員がいらっしゃるからというふうに申し上げるわけじゃないんですけど、私が参加

したイベントに関連するイベントの情報が選ばれてメールでくるような、まさに触手が伸び

るような感じでいろんなプッシュがくると、本当にどんどん集まりたいと思うような場にな

るポテンシャルがあるんじゃないかなというふうには思います。 

 

（田中委員） 

・空気感って重要だなと思ってて、先ほどおっしゃってたここの場所でいうので、例えば、

講演行って登壇して真っ黒なことが結構あるんです。真っ黒な黒スーツの方々ばっかりで、

男性のスーツの方ばっかりみたいな講演があるんですけども、自分が何のために講演に来た

んだろうかと思いながらも、お金くれるからええかと思いながら、これやったらこんほうが

いいかなとかね。 

・それはさておき、何回か御提案差し上げた、もうちょっと空気感を、四角くなくしたほう

がいいんじゃないかとか、白くなくしたほうがいいんじゃないか、とかそういうのをよく考

えてまして、カーペット変えるだけでも大分イメージ変わるんですけど、とか。というのも、

我々の本社隣なんですけど、実際見に来ていただいて、同じような仕様なんですけど全部色

塗りかえて床剥がして、そんなお金かからなかったんですけどね、すごく空間としてのデザ

インをかなりこだわった、というのがあるんですね。空間と、あと、誰がいるかというのも

結構重要ですね、 

・結局、足が速い人と一緒に走ると足が速くなるし、成績のいいクラスはビリの人でもベー

スの成績いいんですよ。そういった意味でいうと、東京がもてはやされるのはそこだと思う

んですが、やっぱり大阪が東京よりも強みがあるなともう１個感じているのが、東京って結

構渋谷だったり新宿だったりいろいろコミュニティが分散してるし、フィンテック系だった

ら大手町のほうが多いなとかいろいろあるんですけども、大阪に関しては、関西圏全域含め

てかもしれないですけども梅田じゃないですか。 

・なので、一言目にこのエリアが出てくるというのは非常によくて、福岡の天神、大阪の梅

田みたいな感じで、ここの場所にクリエイティビティの高い空間をつくっていくというのは

すごく重要だなと思ってます。あと、「クリエイティブクラスの世紀」というリチャード・

フロリダの有名な本がありますけれども、あそこが言ってるのってやっぱり多様性だったり

寛容性だったりとかだと思うんですね。 
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・要は混沌の中から何かが生まれる、ということなんです、整理され過ぎて余白がない状態

というのは何も生まれないとよく言われています。そういう意味でいうと、多様性の観点で

先ほどおっしゃったんだと思うんです。若い人入れるというのは大体政策立案って４０代、

５０代の方がつくるんで、７０代の意見も２０代の意見もほぼ入っていないということにな

りますし、あとは、男性、女性という多様性もありますし、あとは、外国人の方に来てもら

いたいといいながら、こういうところに外国の方がいないとかですね。そういうベースとし

ての多様性をいかに挙げていくかということが非常に重要かなとは思っております。 

 

（正城委員長） 

・途中でほかの施策とかは国の場合も分断されがちとか、というふうにおっしゃいましたけ

ども、大阪府も大阪市も含めていろんな施策をされてると思うんです。例えばですけど、御

発言あったようなインバウンドに関しても大阪はかなり頑張ってらっしゃると思うんですけ

ど、例えばそれと組み合わせるとか、観光スポットにするぐらいの、外国の方がふらっと来

れるような、とかというような具体的な一例でしかないんですけども、そういったことも含

めて施策を検討していただいたらなと思いますけれども。 

 

（田中委員） 

・秋葉原のＤＭＭ.ｃｏｍ、ＤＭＭ．ｍａｋｅなんかは、外国人の起業家が秋葉原に観光し

たついでにやってくるという話があってですね。 

 

（竹村委員） 

・あそこ、実際すごくおもしろいのが、実際に出てきてる起業家で女性の若い人なんですけ

れど、彼女自身は大企業でものづくりとかしたことないんですよ。実際に、ベンチャーを立

ち上げるに当たって、あそこに来ているシャープとか大企業でさんざん大量生産を経験して

きたエンジニアの人とかがあそこに詰めてたりとかして、その人たちに協力してもらってプ

ロトタイプつくって、実際もう製品化にこぎつけた、という例があったりとかして、結構若

い人たちのアイデアを日本の場合、特に大阪なんかものづくりの文化もありますから、そう

いった大企業とかに埋もれている人材の方たちが、こういった場を通じて創業支援を真剣に

やる、というのが企業も認めてくれる、みたいな文化をつくっていければ、ふだんつながっ

てなかったアイデアと技術がひっつくという場をここが媒介できる可能性があると思うんで
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すよね。 

 

（東委員） 

・あそこうまくいってるコンセプトが、変な話若い間に生産からも販売まで丸ごと１回、ち

っちゃくでもいいから成功体験つけてみろ、みたいなコンセプトなんですね。大体若い人た

ちの最初のプロダクト見てても、何だしょぼいの、って当たり前なんですよ。やったことな

いから。しょぼいんですけど、どんどん資金調達してよりよくなっていきますから。 

・そのときによく産業界とか大人たちは、何だこんなもん、という話になって、そこで消え

ていくという。それを１回自分たちでゼロから１までやってみて、小さくでもいいからマー

ケットに回してみようみたいな。そこで流通させるまでやらせてみるというのがすごい自信

になってると。 

・ただ今、結構若い人たちって１回成功体験とか自信を持たすとどんな小さなものでもいい

から、というところに対するプロセスが一巡してないのかなと。ピッチコンテストにしても

アクセラレーションに関しても入り口でとまってそれで終わってしまうってケースが多いの

で、そこまで引き上げて１回マーケットインしますか、みたいなところは、何かしら応援し

てあげる必要があるのかと。 

 

（正城委員長） 

・今みたいな組み合わせというのもあると思うし、一番最初におっしゃったところで社会課

題に対して解決するような取り組みだったり、プロジェクトみたいな話もあったと思うんで

すけども、例えば、社会課題をもってる人と、社会課題があったら解決したいと思う人と、

それを解決する手段になる可能性も思ってる人みたいな、そういうまさにプロジェクトをつ

くるためのイベントとか取り組みみたいな点が多いんですかね。 

・例えば、ピッチイベントというのだったら、それは手法で集めてますよね。そこに参加さ

れる方々というのは、せいぜい別々の課題を持ったり、方向性を持った方だと思うんですけ

ども、何かプロジェクトをつくる方向で全く関わったことがない方々が集まるようなイベン

トというのは、結果としては。 

 

（事務局）  

・それは、例えばアイデアソンであるとか、そういう形ではやってますね。そのテーマが最
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近では、高齢者住宅の集合住宅であるような、大阪でいえば千里であるとかそういうところ

での高齢者対策とか、空き家対策とか、そういったものについてやるとかいうのは出始めた

りしていますね。もともとはそういう課題を解決するということでみんなで知恵を出しまし

ょうというやつでアイデアソンとかハッカソンとかはやってます。 

 

（田中委員） 

・先ほど委員長がおっしゃってた集めるじゃなくて集まるというのは結構重要で、さっきの

ＤＭＭ．ｍａｋｅの話で言うと、住みついてるような人がいるじゃないですか。わざわざあ

そこに自分で能動的にやってきて、そこで時間を共有する中で重なったところで知り合う、

みたいなことでつながっていくんです。 

・さっきの空き家対策の人とかも、例えば、ここにしばらくブースを構えておれるようにす

るとか、コワーキングスペースって結構あるんですけれども、人がつながることがそこまで

できないケースが多くて、なので、こういう場であの人いっつもおるな、みたいな人が何人

か出てくるとすごく変わるのかもしれないですね。 

 

（事務局）   

・今現在、こちらのイベントではないんですけれども、こちらで作業スペースみたいなとこ

ろを開放してまして、そこに若い方々でチームをつくってここで議論してというような場が

見えるような状況には徐々になってきてるんです。まだ数は少ないんですけれども。 

 

（田中委員） 

・ＫＰＩでそういうのもあってもいいかもしれないですね。 

 

（正城委員長） 

・ナレッジサロンが向かいにあって、雰囲気もいいですし、いろんな方々が集まってるんで

すけど、そことのつながりみたいなものはどうなんですか。 

 

（東委員） 

・ナレッジサロンに自由に入れないのが痛いんですよね。 
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（田中委員） 

・こことナレッジサロンがつながってないんで、それが一番の衝撃かなという。こんなに近

いのに受付しないといけない。 

 

（東委員） 

・おしゃれですよあそこ。 

 

（正城委員長） 

・ナレッジサロンに入ってくる人がこっちに来るのは自由ですよね。多分多くの場合やった

ら。 

 

（田中委員） 

・こっちはちらっと近くのぞきにいけないという。 

 

（正城委員長） 

・見ていただいて、あれっということで。今日もイベントありましたけども、それがあるん

だったらナレッジサロンに行くつもりだったけどこっちにも、みたいな流れとかね。一番近

いところにいるいろんな人たちが集まる場なので。 

 

（事務局） 

・ナジッジサロンの中にたくさんの人がいらっしゃって、例えば、ふらっと入ってきていた

だいたときに何やってるのかな、というのが今はあんまりわからない状況で。 

 

（正城委員長） 

・入れるのかなみたいな。 

 

（事務局） 

・さっき竹村先生もおっしゃったんですけども、ここがもう少しどんなことやってる場所だ

っていうのもちゃんとわかるように、例えば、今、計画予定していますのが、ちゃんと月間

のイベントがすぐここに来てわかるような表示をちゃんとして、ふらっときて今日はあんま
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りおもしろそうじゃないけども、１週間後にはこんなんがあるんだったらこれは来てみよう

かなと、ここでわかるようにしていただくであるとか、あと、大阪イノベーションハブから

出たようないろんな新しい商品であるとかビジネスみたいなものをちゃんとここで展示する

ようなスペースを設けることによって、もう少し来るだけでも楽しくなるような場所にして

いくとか、あとはさっきお話しあったようにカーペットもちょっと変えるとかですね。それ

は予算の方向もありますので予定もしたりもしているんですけども、そういうことでわくわ

くするような場所にしていくようなことは続けていきたいと思っています。 

 

（正城委員長） 

・あと、やはりコンセプトというかプロセスみたいなところはどこも同じになりつつあるけ

れども、コンセプトと見たときにちょっと各委員の御意見を伺いたいんですけども、やはり

１つコンセプトだったりイメージとかあると、それを目指して人が集まってくるという手も

あると思うんですが、先ほどどなたかがおっしゃったように、関西だとここだよね、という

ようなときに、ここが１つのコンセプトにしていいのかとかというのは、逆にどうでしょう

かね。やっぱり幾つかコンセプトはあってもいいのか、やっぱり１つのほうが集まりやすい

のかというのは。 

 

（田中委員） 

・シンプルに人がつながる場所というのは余り世の中にはなくて、ＤＭＭ．ｍａｋｅとかは

何か行ったら誰かとつながることもあるんですけども、ここの一番の強みは、偉そうな人を

呼べる力は強いじゃないですか。 

・極論言えば、それこそ蔭山社長とかですね、どっかの有名な同友会企業の社長とかがコン

テンツとして来るわけじゃないですか。金曜日に行くと誰々さんがいるとか、そういうふう

なことでやっぱりコンテンツに対して人は集まってくるんで、そのコンテンツ力というのは

ＯＩＨは結構強いはずなので、そういう東京の人でも大阪の人でもどこの人でも、あと、ポ

ジションもばらばらでいいんですけども。たくさんの人を集められる力を使って集まるよう

に仕掛けるというのは１つの手かなとは感じますね。 

 

（正城委員長） 

・何かこのコンセプトミーティングに関してさらに御意見ありますか。 
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（東委員） 

・イノベーション、とそもそもテーマをしてるので、最初田中委員がおっしゃられた世の中

自体がテクノロジーより過ぎてる気はするんです。イノベーションってそもそもものの流れ

とか見方を変えますよ、みたいな世界からスタートしてるので、じゃあ大阪を冷静に考えた

ときに、今までの見方全部変えていきましょうということでそれぞれテーマ立てれるはずな

んですね。 

・政策の立案のプロセスのやり方をそもそも変えてしまうとか。そのときに、それぞれプロ

ジェクト組成をしていって、そのプロジェクトが今までの言ってしまえば政策のプロセスだ

とか、産業界がとってきたプレスと全く違う流れになっていると。例えばわかりやすく言う

と、今、内閣府でオープンイノベーションチャレンジというのを私が委員をやってるんで、

試しに始めたんですが、これ公共調達なわけですよ。 

・これはもともと内閣府でも動いてますし、総務省でも動いてますけれども、具体的にその

人で始めたのは、スタートアップインレジデンスというサンフランシスコでやってるものを

日本に持ってきたと。 

・日本で今年から始めてるのは、スタートアップエグザクトという名前で総務省から５と１

を足しましたけれども、各自治体の行政課題をポンとホームページで全部足してしまうと。

今、いろんな自治体が総務省のサイトのほうであがってますけれども、そこで「行政これで

困ってるんです」、ということも行政の解決してもらいたい一種というのをあげてるんです

ね。 

・これを目がけてスタートアップが提案しに行くと。ＲＦＰがフル公開出てるわけです。そ

こに対して、将来的にはここの後継衝突ラインにのればいいんですね。これは自治体として、

今、スタートアップを支援するとかスタートアップの環境を整えるという議論になってます

けれども、自治体は都市経営やってるわけですね。行政で業としてエリアを経営していると。 

・そういう意味でも自治体としてもコストを使いながら事業をやってるわけですよ。その事

業のところで、本当のスタートアップのサービスとかアプリケーションとかを取り入れれば、

その行政コストがもっと効率的に利益率が上がるって発想ですね。例えば、住民からの税収

含めて、どう利益率を上げるのかという思想って結構公共経営には欠けていたという。やっ

ぱりそういうところをどんどんスタートアップの知恵とか、サービスとかを使いながら、ど

うやって筋肉質にしていけるかという、そこの視点が結構重要で、やはりそこって毎回毎回
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税収を含めて歳入、歳出の中で予算を組んで一定程度ファンディングしてるわけですから。 

・結構恐ろしいお金ですね。そこに行政サービス的に提供されるマーケットに対して提供さ

れるお金は。それが毎回大企業ばっかりが受託して、という。ここの体制をどう変えるかと

いうのは、一つ行政の統治機構のあり方をそもそも見方を変えていくという。そこは自治体

でもできるだろうというのが１つであるかと。 

 

（正城委員長） 

・国関係は、どうしても研究開発の予算は出たり、体制づくりの予算は出たりするけども、

事業そのものの予算が出てくるわけじゃなくて、今おっしゃったように実際国が最終的に発

注します、ということになれば、ベンチャーのビジネスそのものになるし、かつ実際として

の課題解決にもつながるという非常におもしろい視点だなというふうに思います。 

 

（東委員） 

・歴史的に見たら結構シンプルでして、昔１００年前とか日本ではＡＢＣとか東芝とか日立

が創業されてますけれども、こうやって高度経済成長したときに、やっぱり国のセキュリテ

ィはうちらが守りますとかいって、国の成長とともに今でいわれる大企業が育ってきてます

から、彼らも一定程度公共調達ででかくなってきてるわけですね。 

・これが固定化してしまってるのが今問題であって。だから、シリコンバレーも、国防総省

がいってしまえばデュアルユースを含めてスタートアップにどんどん金流してるとか。国の

グラントとか自治体のグラントという役割ってすごい大きいはずなので。 

 

（正城委員長） 

・自治体ならではのところですね。 

 

（竹村委員） 

・シンガポールとかもその辺すごい上手にやっているかなと思いますね。非常に会社経営的

に政府を運営してるところもあったり、結構スタートアップでも外資でも、いいものであれ

ば取り入れるという。 

 

（東委員） 
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・ある意味政府が経営者みたいな。 

 

（竹村委員） 

・そういう感じで、我々みたいな外資でも使っていただいたりとか、文化庁に使っていただ

いたりとかいうことにつながって。 

 

（正城委員長） 

・そういった活動を通じてベンチャーも育つんだけども、大阪市民にもメリットがあるとい

うようなことで、まさに大阪資産が大阪でやる意味というのが絶対そこはぶれないですね、

そういう回転だと。 

 

（田中委員） 

・ふと思ったんですけど、スタートアップの資金調達ってよく借り入れか増資かってありま

すけども、一番重要な資金調達方法って売り上げですよね。取り引きをつくってやるってい

うのが最も大事で、大阪市さんがユーザーになってくれれば。 

 

(東委員) 

･例えば、すごいわかりやすい例でいうと、北海道の札幌市とかかわってたんですけど、除

雪費用で１日１億かかってるというわけですよ。１年間に２３０億ぐらい使ってると。これ

１０年間で２，３００億使ってると、住民困るからといって当たり前の雪かきしとるわけで

すね。ずっとかかるコストだと考えてしまってるので、これを下げれる知恵というところを

考えてないわけですよ。結構膨大ですね。 

・日本考えたら除雪地域って山ほどありますから、それだけでマーケット何千億とあるわけ

ですよ。これが血税なわけですね。市民の住みやすい環境の維持のためにみたいな文脈で。

ここいろいろグラントとしてはすさまじいグラントという風に考えると、改めて大阪市の財

政見たときに、今まで諦めて当たり前なのにふえていくと思ってた社会保障費とか、実はい

ろんなアイディアで下げられるんじゃないか。 

・こうなってくると、ある種自治体がユーザー、クライアントになりますし、逆にそこがあ

る意味金融スキームも使えばソーシャルインパクトボンドの総帥になってくると。そういう

考え方がやっぱりリスクマネーの供給先として、もう１つ大きなパブリックな税制というの
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があるかなと。 

 

（田中委員） 

・大阪っていろいろ解決しないといけないことも多くて、生活保護費が２割になったんでし

たっけ。非常に苦労している自治体でもありますし。慎重にやらないといけないことは多い

とはいえ、結局市民の方々も大阪市の経営もスタートアップも３つとも得する方法って多分

最適化の中で生まれてくるのかなという気はいたします。それとイノベーションですよね、

よく考えたら。大阪をイノベーションすればいいんですよね。 

 

（東委員） 

・都市経営自体丸ごとイノベーションしていただいて、やり方全て変えるぞと、人・物・

金・流れ・情報変えますみたいな、流れ方を変えるというのは。 

 

（竹村委員） 

・そういった中で、若い子たち、本当に中学生とか高校でも今実際に起業できる時代ですか

ら、やっぱり当事者でこの社会を背負っていく子たちの、どうやって当事者として巻き込ん

でいってイノベーターに参画してもらうかっていうのはすごく大事だと思うんですよね。 

・ちょっとげたを履かせたとしても、彼らに自分たちで何かをやってるという意識をもって、

大人がそれの実現を精いっぱいサポートするみたいなそういう構図はすごく新しいですし、

社会経験を積んで３０歳ぐらいにならないと起業できないとかっていうのはもうナンセンス

だと思うんですよ。 

・実際、エストニアとかだと小学校からブロックチェーンを教えているような状況なので、

そういう意味では、ある程度リープフロッグしたことをやらないと、新しさがないというの

は言い方悪いんですけれども、イノベーションの流れ的にはキャッチアップゲームになっち

ゃうんで、それだったら逆に先ほどおっしゃられたような都市リデザインを子供も含めてや

っちゃうとか、それぐらい大胆な案が出てくると物すごく画期的だと思いますし、逆にわく

わくするので、どんどん大阪の外からも一緒にやらせてくれっていう人たちが集まると思い

ますね。 

 

（東委員） 
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・私、高校生のピッチコンテストとかを審査員でやってるんですよ。結構すごいなと思った

のが、グローバルでＤＤＣＡというプログラムがありまして、高校生を集めて起業家トレー

ニングをひたすらバリバリやってるんですね。ある種イメージ的には高校生にＭＢＡを教え

てるようなもんですわ。ファイナンスとかマーケティングとかビジネススキルをきわめると

いう。 

・こういうプログラムを大体今見たら３，５００くらいのハイスクールチャプターズと書い

てますから、３，５００校の高校生が集まって、すごいメンバーが今２１万５，０００人っ

て言われている。こういうプログラムがちょうど和歌山でもちょこっとちっちゃく試して、

私もそこでアドバイスしました、ってもう始まってるんですよ。 

・やっぱりどんどんどんどん低年化していって、高校生ぐらいからそういうスキルを学ぼう

と、目的意識をもって大学に進学したときに、俺はこれをやるために学ぶんだ、という形で、

そこへどんどん人生設計が明確化されてくるという。やっぱりどんどんどんどん幼いころか

らやってしまうという。ちょうど高校生ぐらいになってくるとイメージしやすいというか、

次専門機関に出ていくというときに、何のために学ぶのかという。 

・よくあるドイツでのギルド制度みたいなものですよね。職人教育を、もう中学校ぐらいで

進路決めてしまうと。ギルドに入るかって形で、どのギルドに入るかって決めていって職人

が育つという。それをもうちょっとビジネススキルつけてあげて、次どんどんと言うと、文

理融合みたいな話が高校生やるぐらいからできるわけですね。今、大学での文理融合って、

なかなか昔もずっと言いつつも流れないというのが、そのもうちょっと前段階の教育のとこ

ろが弱いんかなと。 

 

（竹村委員） 

・今、結構高専が熱いじゃないですか。なので、高専でなかなかそれだといきなり東大とか

行けないんで、スタートアップでもお金がつきにくいとかということではなくて、そこから

いきなり起業を伸ばすというのは全然つくれる時代になってきてると思うので。 

 

（正城委員長） 

・初等、中等で、大阪市さんは市立中学、小学校とかね、またちょっと検討いただきたいと

思うんですが、ちょっと時間の関係であと数分になりましたけども、今後の方向性で今議論

いただいてる点以外に、資料７で何か漏れてるところというか、これだけは説明いただかな
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いとというところがあれば３分ぐらいでお願いしたいと思います。 

 

（事務局） 

・今後の方向性というところで、これまでの課題等で整理をした資料なんですけども、一番

左端に掲げてるのが、今回いろいろと課題として挙げられてた項目なんです。オープンイノ

ベーション推進であるとか、アクセラレーション機能の充実、グローバル展開、情報発信の

強化等々ですね。 

・今日は、起業家人材をふやすというところで特に参考にさせていただけるような御発言い

ただいてたかと思うんですけれども、こういったような内容について、それぞれ方向性とい

うのは右のほうに書いてございます。特に、我々としても重要と考えてますのは、起業家人

材の取り込み、集まる場にしていくということも大切な視点かと思いますので、そういうと

ころについても検討をさせていただきたいと思っております。 

・あと情報発信については、福岡の話もございましたけれども、やはりいろんな事業を大阪

でもやっております。ただ全体像が見えてない、パーツはやってるんですけれども、全体像

は見えてないというようなことも現状としてはございますので、その辺を見えるような形で

どうしていくのかというところをまた課題として考えておりますので、このあたりについて

もまた次回以降御意見を頂戴できればと思っております。 

・主なところではそんなところで、あとは、大学との連携というところで、そういうところ

も強化とかいうところも区別して考えております。きょうは何かを決議するというようなこ

とがございませんでしたので、引き続き次回以降またこういったテーマでお話を覚えていた

だければと思っております。 

・情報発信の強化については、やっぱりわくわく感というかブランド感というか空気感、こ

れを発信できないと人は集まって来ないというのが一番大きなポイントやと思うんで。 

 

（東委員） 

・うまくやってる自治体は社長がすごいですよ、市長。 

 

（事務局） 

・それはそうなんですけど、そうなんですね。よって、我々は、組織で何とかちょっとでも

カバーしようかなと思っておりますんで、皆さんもぜひよろしくお願いいたします。評価す



－ 27 － 

るだけではなくて、御支援のほどよろしくお願いいたします。 

 

（田中委員） 

・市長みずからが行動されることによる効果は普通の人１００人１，０００人も勝る。 

 

（東委員） 

・エリアでは、これから本当にすごいのは、浜松市とかやと思いますよ。浜松市長とか広島

県知事、強力なプロモーションかけてきてますからね。 

 

（正城委員長） 

・是非今までのアドバンテージを無駄にしないように、下期に向けても邁進していただきた

いと思います。下期はまたきょうの意見を反映された部分だったりとか、これまでの延長と

してしっかりやっていただく分とかの評価をしていただく会議だろうというふうに伺ってま

すので、よろしくお願いします。 

・今日は委員の方々、非常の多岐にわたる御意見ありがとうございました。それでは、本日

の評議会は以上ですけど、何か連絡事項があれば事務局からお願いいたします。 

 

（事務局） 

・皆様、どうもありがとうございました。本日いただきました御意見踏まえて、今後取り組

み進めていきたいと思います。 

・下半期には大きな取り組みとして、例年やっております国際イノベーション会議Ｈａｃｋ

Ｏｓａｋａございます。今年度のＨａｃｋＯｓａｋａ２０１８は、２月２７日を予定してお

ります。ここグランフロント大阪の地下２階コンベンションセンターで開催いたします。委

員の皆様にも御案内差し上げますので、御都合つきましたらぜひ御参加いただきたいと思っ

ております。当日Ｙｏｕｔｕｂｅでの配信もございますので、そちらで御視聴いただくこと

も可能になっております。 

・最後になりましたが、次回の評議会、来年３月を予定しております。事務局からまた日程

の調整をさせていただきますので、次回もどうぞよろしくお願いいたします。 

 本日は以上でございます。どうもありがとうございました。 


